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だし、作品が素木仕上げとなり檀色仕上げまで到達しなかったことがやや惜しまれる。これらのことを総合
的に判断して表記の評価とした。中村恒克を、将来の文化財保存学分野に大いに貢献する逸材として、今後
の活動を期待したい。 
なお、口頭試問によって、当該分野の博士号に見合う一般教養も十分に有していることを確認した。
